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みなさまへアンケート
ご協力のお願い
みなさまへアンケート
ご協力のお願い

　フッピィキッズの感想について、
みなさまへのアンケートを実施い
たします。
　今後の内容の参考とさせてい
ただきますので、ご協力お願いい
たします。

ご協力いただいた方で
ご希望の方に

抗菌ウエットティッシュを　

　プレゼントします！
※数量限定

下記の
二次元コードを
スマートフォンで
読み込んで
ご回答ください

●発行／福島区子ども・子育てプラザ ●協力／福島区子育て支援連絡会
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防災 特集号防災 特集号

春
第54号

”もしものために今始めよう”
防災アプリ
”もしものために今始めよう”
防災アプリ

”津波・水害から
　　　　命を守るために”
水害ハザードマップ

”津波・水害から
　　　　命を守るために”
水害ハザードマップ

市民防災マニュアル市民防災マニュアル

災害に関する情報をあつめよう！

災害に備えよう！「いざ」という
ときのために

その他、我が家でそなえるべきもの（家族で話し合い、書いてみよう！）●メモ欄

「いざ」という時のための備え

　スマホ等の充電が切れた場合に備え、メモしておきましょう。

「いざ」という時の連絡メモ

ご自身の環境に合わせて必要なものを準備してください。

　ライフラインの復旧までに最低限必要なものは
準備しておきましょう。

●準備しておくものは被災した時にすぐ使えるよう、まとめておきましょう。
●自分や家族の状況に応じて必要なものを選びましょう。
●自分に必要なものの優先順位を決めて準備しましょう。
●定期的に中身の期限等を確認し入れ替え（ローリングストック）を行いましょう。

　近年、毎年のように地震や豪雨などの災害が発生しています。
　今号では防災特集号として、2・3面に「福島区あんぜんぼうさいマップ」、4面には日ごろから
の備えなどの情報を掲載しています。
　福島区では自宅が損壊しなければ在宅避難をするよう勧められています。住み慣れた家で
避難生活を送れるよう自宅を最高の避難所にするために、ご家族で一緒に考えてみませんか？

●大阪市HP／
市民防災マニュアル
（デジタルブック版）

●大阪市HP／
水害ハザードマップ
（福島区）

で検索

災害時に必要なものチェックリスト

防災ずきん、ヘルメット
懐中電灯（予備電池を含む）
笛やブザー（音を出して居場所を知らせるもの）
万能ナイフ
使い捨てカイロ

便利品
など

非常食
飲料水食料など

携帯電話・スマートフォン（充電器を含む）
携帯ラジオ（予備電池を含む）
家族の写真（はぐれた時の確認用）
緊急時の家族、親戚、知人の連絡先
広域避難地図（ポケット地図でも可）
筆記用具

情報収集
用品

現金（小銭を含む）※公衆電話用に10円玉、100円玉
車や家の予備鍵
予備の眼鏡、コンタクトレンズなど
銀行の口座番号・生命保険契約番号など
健康保険証、お薬手帳
身分証明証（運転免許証、パスポートなど）
印鑑
母子健康手帳

貴重品

紙おむつ（幼児用・高齢者用など）
生理用品
粉ミルク・哺乳瓶（赤ちゃんに必要なもの）
その他自分の生活に欠かせないもの

その他

救急セット
常備薬・持病薬
タオル
トイレットペーパー
着替え（下着を含む）
ウェットティッシュ
歯磨きセット

清潔・健康
のための
もの

マスク
ビニール袋
アルミ製保温シート
毛布
スリッパ
軍手、皮手袋
マッチ、ライター
給水袋
雨具（レインコート、長靴など）
レジャーシート
簡易トイレ

●氏　名／
●連絡先／
●住　所／
●保育所・幼稚園など／
●集合場所①／
●集合場所②／
●メモ欄／

今日から備えよう！今日から備えよう！

家族で話し合おう！家族で話し合おう！

ポイント

※各区役所、大阪市役所
1階市民情報プラザ・5階
危機管理室でも配付して
います。
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切り替え
◀可能▶

大阪市⇔府市町村
簡単に切り替え

ますます便利に！！
受け取りたい市町村の
プッシュ通知を受け取れる

大阪防災アプリ

　　　　福島区社会福祉協議会
（あいあいセンター）のインスタグラム
を開設しました！
あわせてご確認ください！

～自宅を最高の避難所に～～自宅を最高の避難所に～
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区の境界
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令和7年度

凡　例

避難路

救急病院

災害時避難所
宿泊・給食等の生活機能を提供できる
施設。小・中学校など。

津波避難ビル
津波が来る恐れがあり建物の3階相当
以上に避難する必要がある場合に避難
施設として協定を結んでいる施設。

広域避難場所
同時多発火災が発生し、人命に著しい
被害を及ぼすと予測される場合の避難
に適する大きな公園など。

一時避難場所
一時的に避難できる広場、公園や学校
の校庭など。

（福島区ホームページ 福島区ぼうさいあんぜんマップ）（福島区ホームページ 福島区ぼうさいあんぜんマップ）

津波避難ビルや避難場所等の詳細については
こちらをチェックしてください！

令和6年4月1日現在

「福島区あんぜんぼうさいマップ」を活用して、
家の近くの避難場所などを把握しておきましょう! 

▲災害時避難所の案内
　（大開小学校）
　※周辺の電柱などに
　貼られています

▲津波避難ビルの案内
　（あいあいセンター）

災害時避難所 津波避難ビル


